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Research Abstract 1)腫瘍浸潤リンパ球が認識する脳腫瘍特異的抗原ペプチドの同定 
T細胞をもちいたcDNA発現クローニング法(Rong-Fu Wang et al, 1998, Cancer Research)を試みたが、脳腫瘍浸潤リンパ球は少なく回収が困難であったため
cell line化に⾄らず、脳腫瘍浸潤リンパ球が認識する脳腫瘍特異的抗原の同定・単離は不可能であった。 
2)樹状細胞ワクチン治療の臨床応⽤ 
再発悪性脳腫瘍患者10症例に対し、最も強⼒な抗原提⽰細胞である樹状細胞に腫瘍抗原を認識させ細胞性免疫反応を誘導する免疫治療(樹状細胞ワクチン治療)
を⾏った。樹状細胞ワクチン治療を施⾏の際の^<51>Cr放出細胞障害性試験では、腫瘍細胞で感作された樹状細胞により刺激された患者Tリンパ球は、培養腫
瘍細胞に対し、著明な殺腫瘍効果を⽰した。⼿術時に得られた標本の免疫組織化学検討にて、樹状細胞を⽤いた免疫治療前および治療後における腫瘍内浸潤
CD8陽性Tリンパ球数は、樹状細胞治療後は治療前に⽐べ約30倍に増加していた。しかし、脳の局所リンパ節と考えられる頚部リンパ節においては、CD8陽性T
リンパ球数の変化は⼀定の傾向を⽰さず、腫瘍抗原の感作が不⼗分な場合があると考えられた。アレルギー、⾃⼰免疫疾患等の副作⽤は認めず、本治療の安全
性が確認された。樹状細胞ワクチン治療を⾏った患者7例の平均⽣存期間は499⽇であり、⾦沢⼤学におけるコントロール群の410⽇と⽐べ⻑い傾向を⽰した。
(第60回⽇本脳神経外科総会にて発表)
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